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4 357
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池田正人

4 360
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荒 勝俊 5 438
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JBA バイオリーダーズ研修 2018 6 532
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表紙写真 1 アミノペプチダーゼの 12 量体の X 線結晶構造 目で見るバイオ（p.11）
左より 油脂（トリアシルグリセロール）を高生産する微細藻類ナンノクロロプシス 解説（p.27）

2 ゲノム編集技術を活用して開発したGABA高含有トマト（F1 系統） トピックス（p.135）
藻類・動物細胞共生リサイクル培養系の可能性 トピックス（p.138）

3 黄麴菌における初期エンドソーム動態欠損株の表現型 解説（p.220）
イネばか苗病菌感染苗における発病（徒長症状） トピックス（p.237）

4 ペリニューロナルネット形成細胞 トピックス（p.292）
SDGs4「質の高い教育をみんなに」を中心とした「持続可能な開発のため
の教育」

機構紹介（p.340）

5 moc 変異体における葉緑体核様体の挙動 トピックス（p.405）
足場材料に接着したHUVEC トピックス（p.407）

6 M. alpina 1S-4 の様々な形態 シリーズ（p.491）
自己組織化マップ（SOM）による血中アミノ酸プロファイルと肝臓 TG量
の解析
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№ Cption Reference

Title Writer name № Page

539～545●76-06_6-25キーワード総目次.indd   543 2018/10/29   15:19:54


